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３ 伊勢おやき本舗

１ 北勢地域若者サポートステーション

厚生労働省が全国177か所設置している、働きにくさを
抱える若者（15～49歳）の就労相談を行う事業所で
す。三重県には4か所あり、北勢地域はここだけです。本
人だけでなく、ひきこもりなど親からの相談も受け付けます。
2か月間の集中訓練やボランティア活動などもあります。

２トレーニングカフェ・スプラウト

働きづらさを抱える人（生活困窮者、障害がある人、コミュ
ニケーション力が弱い人など）が本格的な就労に向かうため
の、一歩を踏み出す場。あいさつ、掃除、買い物、調理補
助などを行います。さまざまな催し会場にもなります。日替わ
りランチ、伊勢おやきセット、鉄板ナポリタン、大内山ソフトク
リームなど、地域の方々に人気のメニューがたくさんあります。

３つの独立した事業所

伊勢おやき 四日市彩サブレ みんなの和プリン

2004年 7月 三重県「NPOからの協働事業提案」に「共生社
会基盤づくり事業」を提案し、最高点で採択。

11月 市民社会研究所設立総会
12月 事務所を四日市大学内に置く

2005年 4月 NPO法人格を取得
2006年 3月 四日市NPOセクター会議設立（事務局）

4月 四日市市なやプラザの指定管理開始
2007年 三重県から県民向け人権研修の委託事業始まる
2008年 市民のためのパブリックコメント研究（独自）
2009年 自治体とNPOとの関係の日英比較調査（委託）
2010年 北勢地域の若年無業者実態調査（委託）
2011年 6月 北勢地域若者サポートステーション(ほくサポ)開設

10月 みえNPOネットワークセンター設立（事務局）
2012年 4月 みえ県民交流センターの指定管理開始

8月 四日市NPO協会設立（事務局）
（四日市NPOセクター会議から移行）

12月 (一財)ささえあいのまち創造基金設立（事務局)
2013年 4月 星座ビル（諏訪栄町3-4）購入・改装工事

8月 ほくサポが移転（星座ビル２階）
2014年 2月 ささえあいのまち創造基金が公益財団法人認定

5月 伊勢おやき本舗開業（星座ビル１階）
2015年 9月 ユニバーサル就労センター（ユニバ）設立

（障害者の就労支援に特化した法人・星座ビル３階）

2016年 5月 市民の伊勢志摩サミット
10月 東海市民社会ネットワーク設立（事務局）

2017年 9月 トレーニングカフェ・スプラウト開業
2018年 社会的企業に関する研究・実践発表（３件）
2019年 3月 四日市大学と連携し「四日市彩サブレ」発売
2020年12月 「生活困窮者サロン」開始
2021年 3月 オリジナルソング「取り残さないだれ一人」発表

12月 「生活困窮・社会的孤立への政策提言」発表
2022年 5月 吉本興業・四日市大学と連携して開発した「みん

なの和プリン」発売
8月 「つながりの仕事おこし」事業開始

2023年 4月 住所を四日市大学から諏訪栄町に移転

6月 ユニバ第２事業所を諏訪栄町2-11に開設

〒510-0086  三重県四日市市諏訪栄町3-4

TEL/FAX (059)355-5115 メ―ル ssk21ww@yahoo.co.jp

代表理事：松井真理子 事務局長：牧野智彦

ひ と ： ①だれも取り残さない
②多様性の尊重
③市民力の養成

つなぐ ： ①市民セクターの連携
②行政や企業との協働

変える ： 今ある課題に変化を起こす

働きにくさを抱える人がお菓
子を作りを通して、さまざま
な就労訓練を行います。
作ったお菓子はスプラウトで
食べられるほか、じばさん等
でも販売されています。
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